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を取り去るためにかかる時間との比はだいたい 1 対 2、時には 1 対 3 といわれ
ています。 
 
 科学・社会現象に関して桁を間違えないくらいのセンスが必要なことは論を
待たないのですが、このごろの教育では、科学技術の進歩のめざましさに目が
くらみ、教育の目標設定や効率のみが重視されることはないでしょうか。学生
も教師もセンスを磨くための意志的な記憶作業をなおざりにしている傾向はな
いのでしょうか。たとえば、以前は習ったものは覚えようというのが原則でし
た。このごろは記憶しなくともよいということになっています。頭の中身をコ
ンピュータに任せてもよいとでもいうのでしょうか。一方、ひとたび記憶しよ
うと志すと、その時から非常な意志的努力がいるのです。試験は意志の訓練と
いう要素が大きいのです。知識を問うのではなく、どれだけ精神の訓練をして
きているのかを問うという性格を忘れてはならないと考えます。さらに創造の
働きは、脳全体、体全体で精神統一下において行なわれるので、心を散らした
ままなどではできるはずもありません。ですので、意志の教育と訓練が欠けて
いると、創造性の追求も種々の変化に的確に対応することもできなくなるわけ
です。 
 
 事件のあと、「美しい建物」といっていた友人からのメールに、「一生忘れら
れない。人生観が変わった。」とありました。だが、逆に変えてはいけないもの
はないのでしょうか。この社会を成り立たせているのは、それぞれの場で誠実
に務めをはたしている人々です。テロリズムは怠け者の思想と行動です。社会
にショックを与えれば、一気に何かが変わると考えているからです。社会の中
で生き、日々の営みを愛し、義務を誠実につとめ、周りに幸せをもたらし、社
会を向上させて次の世代に手渡して行こうという意志とはまったく反対の行動
なのです。ですから、テロリストの卑劣さを見抜く精神、すべての人のための、
かつまた、社会に貢献する教育と教養が大切と考えます。薬理学も例外ではあ
りません。学ぶこと教えることは精神の営みであることを忘れたくないもので
す。 
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